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形 態 と 揺 動 性 に つ い て （ 第2  報 ）

葉 桂 子　 樋 口 ゆ き 子

〔(社) 日本家 政 学会

目 的　 フ レ ア ー ス カ ー ト の 形 態 や 揺 動 性 は 、 構 成 さ れ る 材 料 の 物 性 、 地 の 目 方 向 な ど の

素 材 的 因 子 、 ス カ ー ト 丈 、 フ レ ア ー 分 量 等 の パ タ ー ン 因 子 、 着 用 者 の 体 型 及 び 動 作 に よ っ

て 外 力 と し て 与 え ら れ る 振 動 の 形 態 が 相 互 に 関 与 し て 決 定 さ れ る こ と は 予 測* れ る 。 本 研

究 で は 、 ２ 種 の 素 材 を 用 い て 、 ス カ ート 丈 の 異 な る ３ 枚 の フ レ ア ー ス カ ー ト に つ い て 、 静

止 時 に お け る 形 態 と 回 転 振 動 を 加 え た 場 合 の 形 態 変 化 に 着 目 し 経 時 的 解 析 を 行 い 、 揺 動 性

へ 及 ぼ す 影 響 の 関 連 性 を 追 究 し た 。

方 法　 試 料 と し て 、 ポ リ エ ス テ ル と ウ ー ル を 用 い 、 裾 回 り 寸 法 を 一 定 に し 、 ス カ ー ト 丈

を42CIII、55CIII、6  8 c in に し た 円 弧 法 パ タ ー ン に よ り 、 パ タ ー ン の 中 心 を バ イ ア ス 方 向 に と っ

た ８ 枚 は ぎ の フ レ ア ー ス カ ー ト を 作 製 し た 。 サ イ ズ は 、 標 準 的 な 婦 人 衣 料 サ イ ズ と し た 。

三 次 元 揺 動 装 置 上 の 人 台 に 着 装 さ せ 、 裾 線 形 状 を 得 て 、 角 度 の 異 な る ４ 種 の 回 転 振 動 を 加

え 、 揺 動 す る 様 子 を 真 上 方 向 か ら ビ デ オ 撮 影 を 行 い 、 画 像 解 析 シ ス テ ム を 用 い て 形 態 変 化

を 数 値 的 に 捉 え 、 素 材 及 び 丈 別 に 、 比 較 ・ 検 討 を 行 っ た 。

結 果　 静 止 時 に お け る 裾 線 形 状 を み る と 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ウ ー ル と も に6 8 c m丈 の も の が

ノ ート の 派 生 状 態 が 不 規 則 で あ り 、 素 材 別 に は 山 のIS  さ の 変 動 係 数 に お い て 、 ポ リ エ ス テ

ル の 方 が 丈 に よ る 違 い が 顕 著 に 現 れ た 。 Ｘ － Ｙ プ ロ ッ タ ー で 描 か せ た 揺 動 軌 跡 を み る と 、

ポ リ エ ス テ ル の 方 が 、 激 し い 揺 動 挙 動 を 示 し た 。 ま た 、 布 の 使 用 面 積 か ら 重 量 を 概 算 し て

ス カ ー ト 毎 の 揺 動 量 と の 関 係 を 図 示 す る と 。 重 い ス カ ー ト ほ ど 、 揺 動 量 が 多 く な る 傾 向 が

認 め ら れ た 。
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腰斟 酌騰・e デ,レ･ヒ̂,こよう考察

上越 靫貨尺　 学政教 角　　 〇佐蕎悦 子　 石毛フミ テ

＜目的 〉　 スカ ート 碁蓑 時・ フレ ア 一効 莱を沢 吏ず け ふ鵠 要因<r> 呻 ぞ。蕩 感り ＼t腰辨形笥

に 着目 レ，そ の形態 的時徴 を現 わすﾋ; 鴇りヽ,几石俑 年度｡を楕 円蝸モ ダ 尚 こ，胴郷日 収 璃 の

周怪 差 を円 すい台毛デ ぶに仮定 し。名－モ デ` ,レ･こおづ るフ レア 一劾 莱との関係 を｡明 り にヽし

rヒ。そ こで今回 は，両実験 がヽ得 り,れrこ輛 服い

みた。

〈 方識 〉　' ） 楕fl 勁　 周囲長 いi^､S-o* ）が野し く長 ・矩軸 の貿a･ １ ７種　^ ） 円 すい台

上底 面周回長（62,  row.）が専O 〈 下底 面周 囲長 。冥な いt 一種　3 ） 楕 円^ い台　 ）,   エ〉£

も と,に腰辨 櫛笥（こ也 似 ざゼr~も の 坪種　　I),      2），3 ）条ﾆ& デ1レに サ一 キ，－ラ一型試 料肺L

平織,･ﾌ穫 ）をセット レフ レアーざ形 戌 む れrヒ時 パ

i）モヂ,レでそ か帰性 が明じ・ヽとなっに測更 項目 の平均波 高 ，政 高 変動雫.  汲高向 角度 の曖

動 苛 ，亨そ角度 を選 貳レ
■
 そ 。圈係 を考察 ずるb とも,こ　刃 モダ,レと の舅ご較を行 っT-,

〈 鮪 果 〉　フ レア 一効 茉 の判定 国 原して.     上記 の刑 定項目が　 腰辨形 懲（こよ=, 一乙ビ） よう

な影響 をう･ ﾌﾟるー か が判町 でき化，す な-)rﾌち 。平均 渥 商，政 局漿動 率 は　 蝸 平泉　 周怪 差雨

右1こ依存 レ 丸み・ あ ろく びヽ れ型・ 体型 ほ とヽヽ勿 莱的 でヽかり. 汲恥 旬角度 。変勤 帚ば偏 屏息

に依ー 存し 丸 み型t^fe;` ノード・ 畝方 ～脊鳶^ ろ．^T こ亨そ角度･x;周恪悳 に依存 レ 丸み豪

ほ:どす そ鳶 が` ｿ 角度 がd に く なるこ と冪が 明４ になっ 杞 。
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